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以下に、論文検索 AI ツールである SciSpace、Elicit、Consensus、Connected Papers 

について、それぞれの特徴や分野別の特性を含めて網羅的にまとめます。これらの

ツールは研究者にとって文献検索や論文読解を効率化する強力な手段であり、目的

や研究分野に応じた使い分けが可能です。 

 

1. SciSpace 

概要 

• 特徴: 研究者に特化したオールインワン AI ツール。論文検索、読解支援、文

献管理、執筆サポートまで幅広い機能を備える。 

• データベース: 2 億以上の文献メタデータと 5000 万以上のオープンアクセス論

文を対象。 

• 主な機能:  

o 自然言語での検索に対応し、AI が論文の要約や重要なポイントを抽

出。 

o Deep Review: 高精度な検索機能で、関連キーワードを自動抽出して

複数回検索を実行。 

o 読解サポート (CoPilot): 論文 PDF をアップロードすると、図表や数式

の解説、質問応答が可能。 

o 文献リスト化やライブラリー管理機能。 

• 料金: 無料プランあり（制限付き）。有料プラン（Premium: 月約 7.2 ドル～）で

全機能が利用可能。 

分野別特性 

• 理工学・自然科学: 数式や図表の解説機能が特に有用。複雑な技術的記述

の理解を助ける。 

• 医学・生命科学: 大規模データベースを活用した網羅的な検索が強み。臨床

研究や実験データの解釈に適する。 

• 人文・社会科学: キーワードベースの網羅的検索が可能だが、図表解説の需

要が少ない分野では他の機能がややオーバースペックに感じられる可能性。 

メリット 



• 多機能で、検索から読解、執筆まで一貫してサポート。 

• 75 言語対応（日本語での質問も可能）。 

• 研究の初期調査から論文作成まで幅広くカバー。 

デメリット 

• 無料版では検索回数や高精度モードに制限あり。 

• 一部の領域ではオープンアクセス論文に偏る傾向。 

 

2. Elicit 

概要 

• 特徴: 論文検索に特化したツール。Semantic Scholar のデータベースを活用

し、文献レビューを効率化。 

• 主な機能:  

o 質問形式で検索し、関連論文をリスト化。論文のアブストラクトを 1 文

で要約。 

o List of Concepts: 特定トピックの関連概念を網羅的に抽出。 

o 研究手法やフィルタリングで検索を絞り込み。 

o 検索結果を CSV でエクスポート可能。 

• 料金: 無料プランで基本機能が利用可能。有料プランで高度なデータ抽出や

質問機能が追加。 

分野別特性 

• 医学・生命科学: 系統的レビューや特定の研究手法に関する論文検索に最

適。例: 「慢性疾患の治療効果」など具体的な質問に強い。 

• 理工学: 実験デザインや技術的詳細を把握する際に有用。 

• 人文・社会科学: 概念抽出機能が役立つが、質的データや解釈的分析には

限界がある。 

メリット 

• 検索精度が高く、重要な論文の漏れが少ない。 

• 要約機能で短時間での文献把握が可能。 



• 無料プランでも実用性が高い。 

デメリット 

• 読解支援や執筆サポートはなく、検索に特化。 

• 日本語非対応（英語での質問が必要）。 

 

3. Consensus 

概要 

• 特徴: 査読済み論文のみを対象にした検索エンジン。Yes/No 形式の質問や

事象の効果を調べるのに特化。 

• 主な機能:  

o 質問に対する引用付きサマリーを生成。 

o Yes/No/Possibly の割合で研究の見解を示す。 

o フィルタリングやラベルで論文を選別。 

o Consensus GPT: ChatGPT と連携し、信頼性の高い回答を生成。 

• 料金: 無料プランで基本検索が可能。Pro 版（要約機能など）は有料。 

分野別特性 

• 医学・生命科学: 「特定の治療法は効果的か？」などの Yes/No 質問に強く、

エビデンスベースの回答が得られる。 

• 社会科学: 事象間の因果関係（例: 「移民が経済に与える影響」）を調べるの

に適する。 

• 理工学: 技術的な Yes/No 検証には有用だが、詳細な実験データの分析には

不向き。 

メリット 

• 高品質な論文をスクリーニングし、信頼性が高い。 

• 要約機能（Pro 版）が非常にわかりやすい。 

• 研究動向の俯瞰に便利。 

デメリット 



• 検索精度は Elicit に劣る場合あり。 

• 無料版では機能が限定的。 

 

4. Connected Papers 

概要 

• 特徴: 論文間の関連性を視覚化するツール。特定の論文を起点にネットワー

クを構築。 

• 主な機能:  

o 引用関係や研究テーマのつながりをグラフで表示。 

o 研究分野の全体像や重要論文を把握。 

o 時系列や引用数で関連性を分析。 

• 料金: 無料プランで基本機能が利用可能。一部制限あり。 

分野別特性 

• 全分野共通: 研究の初期段階でトピックの全体像を把握するのに最適。特に

新しい分野や総説執筆時に有用。 

• 理工学・自然科学: 技術発展の流れや引用関係の可視化が役立つ。 

• 人文・社会科学: 理論や概念の進展を追う際に有効だが、数値データ分析に

は不向き。 

メリット 

• 関連論文を直感的に探索可能。 

• 無料で十分な機能を提供。 

• 研究トレンドの理解に特化。 

デメリット 

• 検索や読解機能はなく、補助ツールとしての役割。 

• 単独では網羅的な情報収集が難しい。 

 

比較と使い分けのポイント 



ツール 得意分野 主な用途 
無料での実用

性 
言語対応 

SciSpace 
理工・医学・総

合 

検索～執筆の全プロ

セス 
△（制限あり） 

日本語対

応 

Elicit 医学・理工 高精度な論文検索 ◎ 英語のみ 

Consensus 
医学・社会科

学 

Yes/No 質問と動向把

握 
○ 英語のみ 

Connected 

Papers 
全分野 関連論文の可視化 ◎ 英語のみ 

分野別おすすめ 

• 理工学: SciSpace（数式・図表解説）＋Elicit（検索精度）＋Connected Papers

（関連性把握）。 

• 医学: Elicit（レビュー用検索）＋Consensus（エビデンス検証）＋SciSpace（読

解支援）。 

• 人文・社会科学: Consensus（因果関係調査）＋Connected Papers（理論の流

れ把握）＋SciSpace（網羅的検索）。 

総合的な使い方 

1. 初期調査: Connected Papers で分野全体を把握。 

2. 論文検索: Elicit や Consensus で高精度な文献を収集。 

3. 詳細分析: SciSpace で読解・質問を行い、論文を深掘り。 

4. 管理・執筆: SciSpace のライブラリーや執筆サポートを活用。 

 

結論 

• SciSpace: 多機能性を求めるなら最適。ただしフル活用には有料プランが必

要。 

• Elicit: 無料で高精度な検索を重視する研究者に推奨。 

• Consensus: 質の高い論文から簡潔な回答を得たい場合に便利。 

• Connected Papers: 関連研究の探索や俯瞰的理解に特化。 



研究目的や予算に応じて、これらのツールを組み合わせることで、効率的かつ網羅

的な論文調査が可能です。現在の日付（2025 年 3 月 10 日）を踏まえ、これらのツー

ルは最新のアップデートを反映した状態で活用できます。 
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